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１．研究の概要 

マクドナルドで販売されているチキンマックナゲット®は４種類の形状があり、ボール、

ベル、ブーツ、ボーンと呼ばれている。本研究では、チキンマックナゲットを用いて、形

状の多様性が視覚的なおいしさの評価に与える影響を明らかにすることを目的とした。

実験１ではナゲット単体の画像、実験 2 では実際に皿に盛ったナゲットを対象として、

見た目のおいしさについて参加者に評価をさせた。実験３では 1 種類（ボールまたはブ

ーツ）、4 種類を盛り付けたナゲットを実際に試食し、最初と最後に食したナゲットにつ

いて 12 個の項目について評価をさせた。実験１および実験２より、ナゲットは種類のバ

リエーションが増えるにつれてよりおいしそうに見えると評価されたことから、食品の

形状による外観の多様性は食品としての魅力を向上させることが明らかになった。また、

ナゲットの外観の嗜好の説明変数として形状の真円度とアスペクト比の平均や分散が有

効であることが示された。さらに実験 3 の結果、形状にバリエーションがナゲットを食

べたときの方が単一の形状のナゲットを食べるよりも感性的満腹感が生じにくいことが

示された。このことから、形状の多様性は食事においてその食品をより多く、美味しく食

べ続けられることに有効である可能性を示した。 

２．研究の目的 

食品（チキンマックナゲット®）の形状の多様性が視覚的なおいしさの認知に与える影響

を検討することを目的とした。 

３．研究の方法 

【実験１】立命館大学の大学院生と学部生 24 名が実験に参加した。刺激としてマクドナ

ルドのナゲットを用い、種類ごとにナゲット単体で撮影した 4 枚の画像を使用した。実

験は 1 名ずつ行った。PowerPoint のスライド画面上に表示される４枚の画像をおいしそ

うに見える順に黒枠内で並べるように指示された。制限時間は設けられていなかった。 

【実験２】参加者は実験１と同じであった。刺激には、マクドナルドのナゲットを 5 個

ずつ紙皿に盛り付けたものを使用し、15 通りの組み合わせを作った。参加者は実験１と

同様に、その皿に盛られてあるナゲットがどのくらいおいしそうに見えるかを判断し、参

加者自身が感じた位置にナゲット皿を自由に配置することで評価を行った。15 個すべて

を配置し終えると、事後アンケートに答えた。 

【実験 3】立命館大学の大学院生・大学生 20 名が実験に参加した。刺激にはマクドナル

ドのナゲットを皿に盛ったものを用い、1 種類条件と 4 種類条件を設けた。各条件の参加

者は最初に提示されるナゲット 1 個（ボールかボーン）を試食し、そのナゲットについ

て評価を行った。次にナゲットを６個摂取した後、再度提示されるナゲット 1 個（ボー

ルかボーン）を試食し、評価を行った。1 種類条件では 2 回の評価の間に食べるナゲット

がボールのみかボーンのみで構成されていた一方で、4 種類条件では 4 種類全て混ざっ



ていた。参加者は VAS 法によって「香り、口当たり、後味、おいしさ、かたち、好み、

見た目、快適さ、食欲、満腹感、飽き、満足感」の 12 個の評価項目について評価した。 

４．研究成果 

【実験１】ナゲットの形状と参加者の見た目のおいしさ評価について分析を行なった結

果、ナゲットの形状の違いによって評価に有意な差が見られた。中でもボールの評価が低

く、ボールは他の 3 つの形状よりも有意に低く評価されていたのに対して、ベル、ブー

ツ、ボーンの 3 つの形状の間には有意な差がなかった。 

【実験２】ナゲットの種類数ごとに見た目のおいしさの評価について比較した結果、ナゲ

ットの種類数が増えるにつれて、参加者のナゲットに対する見た目のおいしさの評価が

向上したことから、ナゲットの形状の多様性が視覚的なおいしさの認知に影響を及ぼし

ていると考えられた。また、ナゲットの組み合わせごとに参加者の評価を比較したとこ

ろ、評価には有意な差が認められ、ボールのみの 1 種類条件は最も低く評価された。ま

た、2 種類条件ではボールが入っている組み合わせの評価が全体的に低かったが、3 種類

条件の場合では組み合わせの中にボールが含まれてもナゲット皿に対する評価にあまり

違いは見られなかった。このことから、視覚的に好まれない形状のナゲットは単体や 2 種

類条件では見た目のおいしさの評価に影響を与えるが、形状の種類数がそれよりも増え

ると他の形状のナゲットとのグループ提示によってチアリーダー効果が生じて全体の評

価が向上した可能性がある。さらに、実験１で撮影したナゲットの画像から真円度とアス

ペクト比を算出し、重回帰分析を行なったところ、アスペクト比の平均と真円度の平均、

その標準偏差からおいしさの期待度のおおよそを説明できることが分かった。したがっ

て、形状の丸さとアスペクト比のバランスがナゲットの見た目の集団的なおいしさに大

きな影響を与えていると考えらえる。 

【実験３】1 種類条件と 4 種類条件で、1 回目と 2 回目の評価の得点差を各項目で比較し

たところ、快適さ、食欲、飽きの項目で有意な差が認められた。1 種類の方が 4 種類より

も評価が大きく評価が低下していたことから 1 種類だと感性的満腹感がより強く現れる

ことが示された。このことより、形状の種類数の違いによって感性的満腹感 (心理的な飽

きによって生じる同一の食品に対する満腹感、食味の評価の低下) の程度に差が表れる

ことが明らかになった。 

以上の知見は、代替肉など、人工的に形態をコントロールしうる今後の食品の流通にお

いて、食品の形状の多様性によって消費量をコントロールすることで、高齢者の食生活改

善などに繋がる商品開発に貢献できる可能性がある。 

５．資金使途 

物品費：ナゲット、紙皿、方眼紙、プラスチックカップなど 

交通費（南草津―草津イオン、草津イオン―立命館大学）など 

 






























